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チーム 「LOVE ～愛～」
“L”は“Leader”

この旅を通して、一人ひとりが自立する
“O”は“Original”

この旅で、自分の強みを見つける
“V” は“Vision”

この旅を通して、未来へのビジョンを持つ。
“E”は“Enjoy”でこの旅を楽しむ
の意味も込め、この目標に決定。

第8回 海外ホームステイプログラム



概要

 プログラム内容

日程：2018年8月9日(木)〜22日(水)
5月27日（日） 第1回事前研修@東北福祉大学
6月24日（日） 第2回事前研修@東北福祉大学
8月9日－10日 出発前事前研修@カナダ大使館/Support Our Kids事務局
8月22日（水） 解散式＠羽田空港 会議室 富士

訪問国：カナダ(トロント)

参加者：8名(中学2年〜高校3年生)

内 容：ホームステイ
サマーキャンプ(トロント日系福音教会主催)
異文化交流
震災プレゼンテーション
日本文化（お茶）のプレゼンテーション
日系文化会館訪問 (日系人の歴史を学ぶ／フェアウェルパーティ)
菅野医師（2011年 TIME誌「世界で最も影響力のある100人」に選出）の講演会
観光 (トロント市内・ナイアガラの滝)

 協賛・協力
Rotary Club of Toronto Forest-Hill、ShowFlex International Inc.、新風義塾、在トロン
ト日本国総領事館、在日カナダ大使館、チャコ瀬戸山様、ジェームス松本様、トロント日系福音教
会、日系文化会館、株式会社伊藤園、三菱食品株式会社、株式会社ウジエスーパー、株式会社
マイヤ、株式会社マルト(敬称略）

 トータルプロデュース
チャコ瀬戸山様、ジェームス松本様
※7月9日（日） Support Our Kids Charity Gala Night @Toronto 

その他、チャリティにご参加いただいた皆様、ご寄付を頂いた皆様はじめ、
多くの皆様のご支援ご協力を頂いております。
ご支援、ご協力をいただきました皆様、ありがとうございました。



スケジュール



出発前事前研修①

 事務局ご挨拶

 参加生徒自己紹介

 現地プログラムについて

 訪問国について

 カナダについて

 ケーススタディ/危機管理

 震災プレゼンテーション

【研修の様子】

会場：カナダ大使館
日時：８月9日（木）10:15〜13:15

Support Our Kids企画委員 鳥村 征弘氏

カナダ大使館 清水 玲子様



出発前事前研修②

 主催者挨拶

● 震災プレゼンテーション

 日本文化を伝える 〜お茶の心〜

講師：株式会社 伊藤園様

 海外保険について

【研修の様子】

会場：Support Our Kids事務局
日時：８月10日（金）9:30〜11:30

チーム目標の設定震災プレゼンテーションの練習

お茶のプレゼンテーション



活動報告 – JGCTサマーキャンプ

【JGCTサマーキャンプ 】

トロント日系福音教会主催のサマーキャンプに現地の子どもと一緒に一週間参加しました。トロント市内
から2時間ほど離れた郊外の自然に囲まれたキャンプ地(ロンドン)で過ごした時間は普段の生活から離れ、
リラックス、そして刺激的な経験ができました。



活動報告 – JGCTサマーキャンプ
【プレゼンテーション＠サマーキャンプ 】

復興支援の歌として知られる「花は咲く」の合唱

キャンプに参加している全員の前で震災プレゼンテーションを行い、震災から学んだ教訓、感謝の気持ちや
東北の現状を伝えました。発表後は「仮設住宅はどのようなものですか？」など、質問が続きました。練習
して臨んだ「花は咲く」の合唱も披露し、このプレゼンテーションを機にSOKの子どもたちと現地の子どもたち、
スタッフを含めたキャンプメンバーとの距離が一気に縮まりました。

今回、キャンプにおいて初めてお茶のプレゼンテーションを実施。準備の方法など、クイズ形式で50人を越え
る会場に集まった老若男女に日本茶について説明と提供を行いました。後日、個人的にお茶を飲んでみ
たいとリクエストが出るほどの人気ぶりで、会場を盛り上げました。

震災プレゼンテーション

お茶のプレゼンテーション



活動報告 – JGCTサマーキャンプ

【ESL（英会話教室）/ Speakers Session】

自己紹介 カナダ人の話し方

カナダの地理について

講師のMr. Sam

新聞記者ゲーム

Speakers Session



活動報告 – JGCTサマーキャンプ

【現地の子どもたちとの交流】

お茶の振る舞い

寄せ書き折り紙教室

コミュニケーションゲーム

Free Timeの交流 チームアクティビティ



活動報告 – JGCTサマーキャンプ

【アクテビティ】

アルティメット フリスビー

クリエイティブ スポーツ

ハイキング

異文化交流 キャンプファイヤー

キャンプでは、自分から人に話しかけたり、イベントに参加したり、食事もお風呂もそうだったので、変化は
自分が一番大きく起こせるんだと気づきました。 【鈴木 天明(新潟県 中学2年)】



活動報告 – ホームステイ

【ホストファミリーと対面・日本文化のプレゼンテーション 】

サマーキャンプから帰ってきてからホストファミリーと対面。翌日のフリーデイでは、各自の興味に合わせてトロント市
内の観光を家族で行いました。また、日本文化の紹介ということでホストファミリーに東日本大震災についてや、
お茶のプレゼンテーションを行いました。

今回サファリとCNタワーに行ってもらったのですが、遠い距離でとても大変なのにカナダを出来るだけ楽しん
で欲しいと、夜遅くになってまで私を連れて行ってくれました。本当にありがとうございました。

【染谷 陽夢(福島県 中学2年)】



活動報告 – 観光

【トロント市内観光】

【ナイアガラの滝観光】

サマーキャンプが終わった次の日はナイアガラの滝に行きました。自分が想像していたものよりはるかに大きく、迫
力があってとても驚きました。カナダの大自然に触れ、とても感動しました。 【馬場 比奈(岩手県 中学3年)】



活動報告 –日系人の歴史/菅野先生による講演@JCCC

【日系カナディアンの歴史・菅野医師講演】

JCCC(日系文化会館)にて日系カナディアンの歴史についてその当時の様子や体験談を現在もなお御健在の日
系カナディアンの方々よりお話していただきました。菅野医師（2011年 TIME誌「世界で最も影響力のある100
人」に選出）の講演会では「Resilience」について学び、将来の夢について語り合うお時間を頂きました。

午後の早い時間のお話では、第二次世界大戦中の日
本人の差別の歴史や、震災で大変な経験をした菅野
医師のお話を聞きました。その中でも、辛い事も終わっ
てしまえば、いい思い出という言葉が心に残りました。
また、夕方のパーティでは、最後のスピーチをしました。
100人の前でスピーチすることはとても緊張しましたが、
終わった後に周りの方々からいいスピーチだったと言って
もらえたため嬉しかったです。

【佐藤 謙宙(宮城県 高校1年)】



活動報告 –フェアウェルパーティ@JCCC

【フェアウェルパーティ】

在トロント日本国総領事館 首席領事 大湊さとし様にご挨拶を頂き開演。菅野武医師のトロントの皆様への
講演会をお聞きし、フェアウェルパーティではキャンプで出会った友人を含め、100名ほどの支援者の方々にお集ま
りいただきました。震災プレゼンテーション、カナダで学んだこと、ホストファミリーへの感謝の言葉を伝え、涙に包まれ
たお別れ会となりました。

在トロント日本国総領事館
首席領事 大湊 さとし様 菅野 武 医師による講演会

震災プレゼンテーション 「花は咲く」の合唱

ホストファミリーへの感謝のメッセージ



解散式
会場：羽田空港 会議室 富士
日時：８月22日（水）19:00〜19:25

Support Our Kids企画委員
平野 昌和氏

株式会社マルトグルプホールディングス
石山 伯夫様

今回のプログラムを通して、私は新たな目標ができました。それは「人に感謝し、人から感謝される人になる」
です。私はカナダに行かせて頂き、このプログラムにはたくさんサポートしてくれていることを改めて知りました。
プログラム中にお会いした支援の方もいますが、残念ながらお会いすることができなかった方もいます。その方
々にも感謝していますし、今度は私が感謝した以上の恩返しをして、たくさんの人のサポートが出来るような
人になりたいと考えています。

【阿部 美咲(宮城県 高校3年)】



参加者の感想

キャンプが終わり、ホームステイも中盤に
なった頃、本当の自立の意味に気づくこと
ができました。それは、自分の価値をしっ
かりと認識することです。このプログラム
中に出会った人たちは皆どこか私と違って
見えました。それが一体何なのかずっと悩
んでいました。

1つ目は東日本大震災を経験した私でさえ忘れてしまって
いたということは東日本大震災は人々の中で風化し始めて
いる、そしたら私は自分が震災を通して感じたことを伝え
なければと思ったことです。
2つ目は自分は偏見によって苦しんで来た、だから何か
あったとき偏見をせずに困っている人を助けてあげて欲し
いと思ったことです。
私にとってこの2つの思いがこのプロジェクトの志望動機
です。

私はその違いをホストマザーとの会話の中で気づくことができました。それは、
皆が自分に自信を持ち何事にも積極的だったことです。できるできないにかかわ
らずいろんなことに挑戦し、自分を表現できていると思いました。私は自分の価
値を人と比べていました。しかし、それを変えていこうとこのキャンプを通して
思えました。 【佐藤 謙宙(宮城県 高校1年)】

私はこのプロジェクトの中で勇気を出すことで得られるものがあることを知り、その大切さ
を学びました。私にはサポートしてくださった方への感謝とまたカナダに行きたいという気
持ちがあります。その時は今の双葉郡について伝えたいと思っています。特に学校について
です。もちろんその時のカナダ組のサポートもしたいです。それにまだリユニオンもありま
す。私にはSOKとしてやることがたくさんあるので、これからも頑張りたいです。

【児玉 花心(福島県 中学2年)】


